
開催協議会名 令和３年第２回 津和野警察署協議会

開 催 日 時 令和３年６月25日（金）13時30分から15時30分まで

協議会委員 ４人（松浦会長、田中副会長、齋藤委員、岩本委員）
出 席 者

警 察 署 ５人（署長、副署長、交通課長、生活安全刑事課長、総
務係長）

会議・協議 署長からの 報告１ 子どもの安全対策

諮 問 等

説明概要 冒頭で管内の犯罪情勢として、

○ 刑法犯認知・検挙状況

○ 児童虐待・つきまとい、声かけ事案発生

状況

について説明し、子どもの安全対策として、

○ 子どもの安全意識の高揚活動

・ 防犯訓練、防犯教室の開催

・ 自転車鍵掛けモデル校指定、防犯絵作

成

・ ネット犯罪被害防止ガイドブックの作

成

○ 子どもの安全対策

・ 見守り活動等ボランティアとの連携

・ ケーブルテレビを活用した広報活動

・ 防犯チラシの作成による学校との連携

○ 今後の活動について

・ 防犯訓練、防犯教室の継続開催

・ 関係機関との連携強化

・ 各種資料の作成、配布

について説明した。

答申(意見等) 特段の意見はなかった。

報告２ 高齢者の交通事故防止対策

説明概要 冒頭で

○ 管内での交通事故発生状況

○ 管内の交通事故の特徴

を説明し、



○ 高齢者運転者の特性

を踏まえ、高齢者の交通事故防止対策として

○ はつらつモデル地区指定など上半期の高

齢者交通事故防止活動の状況

○ 下半期の対策

・ 個別訪問指導、街頭活動の強化

・ 有線放送活用など広報活動の強化

・ 事業所との連携強化

・ 自転車ヘルメット着用促進対策

について説明した。

答申(意見等) ○ 高齢運転者の免許返納への支援について、

バスの運賃助成などの制度があるが、山間部

ではバス自体の便が少ないことから、利用も

少ないように感じる。

（回答）交通課長

運転免許返納者で運転経歴証明書の発給

を受けていれば、石見交通バスの運賃半額、

吉賀町のバス・タクシーの運賃助成などが

ある。自治体の支援など今後も更なる支援

策拡充に向けた取組みを継続する。

○ 高齢者サロン等を利用してシニアカーの講

習などを実施しては如何か

（回答）交通課長

安全なシニアカーの運転の仕方について

の講習、啓発資料の作成など現在計画中で

高齢者の交通事故被害防止に努めていく。

○ 幅員の狭隘な県道などで樹木等により更に

車線が狭窄して通行に支障が出たり、見通し

が悪くなるなどしている箇所があり、シニア

カーも走行しにくい状況ので、除草など道路

管理者と連携した安全対策について今後も努

力をお願いする。

（回答）交通課長

道路障害物の排除など、道路管理者と連

携して道路環境の改善に努める。

○ 趣味でサイクリングをしているが、転倒等

での被害軽減のため私もヘルメットを着用し

ている。転倒、事故等での被害軽減のために



も、今後も自転車利用時のヘルメット着装促

進、意識付けのための施策をお願いする。

（回答）交通課長

意識付の施策について、検討を行う。

諮問事項 令和３年下半期速度取締り指針

説明概要 当署管内における交通事故実態（路線別、時

間帯別発生状況）を分析した結果から、

○ 速度取締り重点路線と時間帯

○ 管内主要交差点での交差点関連違反取締

りの強化

を示し、本年下半期の取締り指針について諮問

した。さらに

○ 白バイ、パトカーによる機動取締り、ラ

ンダムな取締り、飲酒取締りの推進

についてあわせて説明した。

答申(意見等) ○ 吉賀町内の国道等では、他県通行者が高速

度で進行しているのを目にする。交通量の多

い幹線での取締りを継続してお願いする。

（回答）交通課長

国道９号や187号などの主要幹線道路で

速度取締り等を実施しており、指針のとお

り今後も継続して速度取締り等交通事故抑

止対策を強化する。

○ 津和野町瀧元地内の国道９号は、通行車両

の実勢速度が高いうえ、歩道が無く、横断歩

道に信号機は無い。また横断歩道で横断待ち

しても通過車両が停止しないことが多く、止

まると後ろの車両が追突事故を誘発しないか

と怖くなる。

（回答）交通課長

横断歩道に横断歩行者がいれば、車両は停

止しなければならない。交通指導取締りを強

化して横断歩行者被害の交通事故防止に努め

ていく。質疑の津和野町瀧元地内国道９号横

断歩道は現地を確認して対応したい。



その他 ○ パトカーが頻繁に町内をパトロールしてい

意見 るのを拝見して心強く感じている。犯罪防止、

交通事故防止のため引き続きパトロールの強

化をお願いする。

（回答）交通課長

引き続きパトロールを強化する。

○ 町内の農道と県道等が交わる箇所に一時停

止など交通規制の無い場所が多い。農道には

交通規制はしないものか教示頂きたい。

（回答）交通課長

規制が必要な場所については、今後も

検討して行く。

災害救助訓練

視 察 崖崩れによる道路への土砂流出で通行車両が被災し、

負傷者がいる旨の110番通報を受理したとの想定で、

訓 練 想 定 ○ 110番指令システムによる通報受理、通信指令訓練

○ 模擬災害現場におけるエンジンカッター等を使用

した倒木等の切断、被災車両の排除訓練

○ 要救助者の搬送訓練

を実施した。

委員からの感想 日頃から発災に備えて訓練を行っていると知り、心強

く思う。さらに訓練を重ねて練度を高め、有事に備えてh

ほしい。

委嘱状交付 署長挨拶

写 真



報告状況 意見交換状況

視 察 状 況


